
学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

各回の到達⽬標

【消毒法総論】
３．理容の業務と消毒との関係 ②消毒を怠った場合の危険性と理容師
の責任
４．消毒法と適⽤上の注意 ①消毒法の種類
P.152〜154

消毒の重要性と怠った場合の危険性および物理的消
毒法と化学的消毒法について理解し、説明すること
ができる。

【学科試験】
消毒法各論の知識を問題形式で確認し、理解の不⾜
している所を⾒つけだすことにより復習する。

職業実践専⾨課程 理容科 中塚

衛⽣管理
（衛⽣管理技術・衛⽣管理の実践例）

講義

【消毒法各論】
５．消毒薬希釈法
P.186〜192

消毒薬を希釈場合の濃度計算法やよく使⽤される消
毒薬やその希釈液の性状などについて理解し、説明
することができる。

【消毒法各論】
４．各種消毒薬の概要、器具の使い⽅、常備しておくとよい消毒薬と希
釈液の濃度
P.179〜185

消毒薬使⽤液の作製⽅法や器具の使い⽅などについ
て理解し、説明することができる。

【消毒法総論】
４．消毒法と適⽤上の注意  ③病原微⽣物の抵抗⼒ ④消毒薬・消毒
薬使⽤液の使⽤、保存上の注意
P.159〜160
【後期感染症のまとめと後期期末試験対策】
模擬試験

病原微⽣物の抵抗⼒および消毒薬・消毒薬使⽤液の
使⽤、保存上の注意について理解し、説明すること
ができる。
消毒法総論の前期部分について、短くまとめること
ができ、期末試験対策に利⽤できるようになる。

【消毒法総論】
３．理容の業務と消毒との関係 ①消毒に関連のある法の規定
P.149〜151

消毒に関連のある法の規定、特に理容師法と理容師
法施⾏規則の主なものについて理解し、説明するこ
とができる。

2027年度 実施時期

【消毒法総論】
１．消毒とは ①病原微⽣物と⾮病原微⽣物 ②消毒の原理
２．消毒の意義  ①汚染、感染、発病と消毒の意義、②殺菌、消毒、
滅菌、防腐の定義

微⽣物と⼈との関係、病原微⽣物と⾮病原性微⽣物
および消毒の原理、消毒などの定義について理解
し、説明することができる。

【消毒法総論】
４．消毒法と適⽤上の注意 ②理学的消毒に必要な条件 ②化学的消毒
に必要な条件
P.155〜158

理学的消毒法に必要な条件と化学的消毒に必要な条
件について理解し、説明することができる。

６．理容所における消毒の実際と衛⽣管理の実践例
P.193〜243
【後期衛⽣管理技術のまとめと後期期末試験対策】
模擬試験

理容所における消毒と清潔法の実際について理解
し、説明することができる。
消毒法各論の後期部分について、短くまとめること
ができ、期末試験対策に利⽤できるようになる。

【学科試験】
消毒法各論の知識を問題形式で確認し、理解の不⾜
している所を⾒つけだすことにより復習する。

【消毒法各論】
１．理学的消毒法
P.161〜166

理学的消毒法の主なものの消毒⽅法や特徴などにつ
いて理解し、説明することができる。

【消毒法各論】
２．化学的消毒法
P.167〜175

化学的消毒法の主なものの消毒⽅法や特徴などにつ
いて理解し、説明することができる。

【消毒法各論】
３．すぐれた消毒法とその実施上の注意
P.176〜178

すぐれた消毒法の条件や消毒を⾏う際の注意事項に
ついて理解し、説明することができる。

単位数
（時間数）

消毒法の種類や特徴、消毒に必要な条件、理容所における衛⽣管理技術の実例に関する知識を⾝に
つけることで、理容師として安⼼、安全かつ衛⽣的に施術することができる。

学習内容



14

15

16

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

【公衆衛⽣・環境衛⽣のまとめと国家試験対策】
模擬試験（出題別の過去問）

公衆衛⽣・環境衛⽣について短くまとめ、これを⽤
いて国家試験の過去問に解答することにより、理解
を深めることができる。

公益社団法⼈⽇本理容美容教育センター【衛⽣管理】
国家試験出題傾向を分析のうえ作成した重要事項まとめプリント

【感染症のまとめと国家試験対策】
模擬試験（出題別の過去問）

【衛⽣管理技術のまとめと国家試験対策】
模擬試験（出題別の過去問）

衛⽣管理技術（消毒法）について短くまとめ、これ
を⽤いて国家試験の過去問に解答することにより、
理解を深めることができる。

理容所における衛⽣管理技術の実例を学び、具体的な対策を理解することで、卒業後に進む
理容業界で即戦⼒となる知識を習得する。
各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価す
る。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

感染症について短くまとめ、これを⽤いて国家試験
の過去問に解答することにより、理解を深めること
ができる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（15）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(h)

3
(6h)

4
（8h）

5
(10h)

6
(12h)

7
(14h)

8
(16h)

9
(18h)

10
(20h)

11
（22h）

12
(24h)

13
(26h)

14
(28h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

⽪下組織について理解できるようになる。

国家試験対策
国家試験に出題される傾向を理解し、対
策をとる。

⽪膚付属機関について １

⽪膚付属機関について ２

免疫機能について

表⽪の構造について 2 表⽪の構造について理解できるようになる。

真⽪の構造について 真⽪の構造について理解できるようになる。

⽪下組織について

⽪膚付属機関について理解できるようになる。

⽪膚付属機関について理解できるようになる。

免疫機能について理解できるようになる。

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

⽪膚の構造について理解し、理容の業務に差し⽀えない様にする。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

保健 (⽇本理容美容教育センター)

講義
単位数

（時間数）

⽪膚とその付属器官の構造と機能に関する知識をより確実にして、国試対応ができるようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

保健 (⽪膚科学)

2027年度 実施時期

表⽪の構造について １ 表⽪の構造について理解できるようになる。

前期学科試験

⽪膚と⽪膚付属機関の保健 ⽪膚と⽪膚付属機関の保健について理解できる
ようになる。

⽪膚と⽪膚付属機関の疾患 1 ⽪膚と⽪膚付属機関の疾患について理解できる
ようになる。

⽪膚と⽪膚付属機関の疾患 2 ⽪膚と⽪膚付属機関の疾患について理解できる
ようになる。

⽪膚科学総まとめ ⽪膚科学全体を理解できるようになる。

国家試験対策 国家試験に出題される傾向を理解し、対策をと
る。

⽪膚と⽪膚付属機関の⽣理機能 ⽪膚と⽪膚付属機関の⽣理機能について理解で
きるようになる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
(15)

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

第５章  ⽪膚と⽪膚付属器官の保健-２
⽪膚/⽪膚付属器官とホルモンの関係、⽪膚/⽑
/⽖の保護や⼿⼊れに関する国試問題に対応で
きるようにする。

第５章  ⽪膚と⽪膚付属器官の保健-１

単位数
（時間数）

⽪膚とその付属器官の保健と疾患の知識を確実にして、⽪膚科学全範囲の国試対応ができるように
する。

学習内容
⽪膚の状態と全⾝・精神・栄養・嗜好品・病
変・⽔分/⽪脂の関係に関する国試問題に対応
できるようにする。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-１ ⽪膚の異常と病態、湿疹・⽪膚炎に関する国試
問題に対応できるようにする。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-２
蕁⿇疹・薬疹・⼝唇炎、温熱・寒冷による⽪膚
障害、⾓化異常による⽪膚疾患に関する国試問
題に対応できるようにする。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-３
⾊素異常、分泌異常による⽪膚疾患、化膿菌に
よる⽪膚疾患に関する国試問題に対応できるよ
うにする。

第６章  ⽪膚と⽪膚付属器官の疾患-４
ウイルス・真菌・衛⽣害⾍による⽪膚疾患、⽑
と⽖の疾患、⽪膚腫瘍に関する国試問題に対応
できるようにする。

第１章  〜 第６章の要点と問題・解答・解説 ⽪膚科学全般に関する国試問題に対応できるよ
うにする。

学科試験

各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

保健 (⽪膚科学)

2027年度 実施時期

講義

⽪膚とその付属器官の保健・疾患を復習し、さらに⽪膚科学全範囲の国試問題に対応できるように
する。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

保健 (⽇本理容美容教育センター)



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
(30)

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

まとめ
理容師として必要な⾹粧品に関する知識の確認
を⾏い、正しく説明できるようにする。

①頭⽪・⽑髪⽤

⾹粧品の⼀般的な原料について配合⽬的や特徴
を説明できるようになる。

前期試験

前期のまとめ：⾹粧品の法律・原料・剤型の確認
⾹粧品の使⽤⽬的や⽤途により原料から剤型の
特徴を説明できるようになる。

①⽔溶性原料 ②油性原料
⾹粧品の⼀般的な原料について配合⽬的や特徴
を説明できるようになる。

①界⾯活性剤 ②乳化について（実験と連動して説明）③⾼分
⼦化合物

理容師としての基礎知識（⾹粧品化学と連動）の集積の為、各製剤の特徴や作⽤の仕組みや処⽅の
構成を理解する事を⽬的とする。

学習内容

⾹粧品の取り扱い⽅法や安全性の基準について
説明できるようになる。

①⾹粧品の種類、性状 ②⽪膚 ③頭⽪
⾹粧品の剤型や性状の特性、⽪膚や頭⽪の構造
を説明できるようになる。

2027年度 実施時期

講義

各回の到達⽬標

①⾹粧品概論 ②法律や規制

単位数
（時間数）

⾹粧品の⼀般的概念と、⾹粧品に関わる法律に
ついて説明できるようになる。

①⾹粧品の取り扱い ②安全性など

職業実践専⾨課程 理容科 鈴⽊

⾹粧品化学

①⽪膚洗浄⽤⾹粧品 ②化粧⽔
【到達⽬標】

⽪膚⽤基礎⾹粧品についての特徴や使⽤⽤途を
説明できるようになる。

③クリーム ④その他の基礎⾹粧品
⽪膚⽤基礎⾹粧品についての特徴や使⽤⽤途を
説明できるようになる。

染⽑剤、パーマ剤を含む頭⽑⽤⾹粧品の成分、
法律や注意事項を説明できるようにする。

まとめ
様々な種類の⾹粧品についての知識を増やし、
説明できるようにする。

後期試験

①メイクアップ ②芳⾹製品
各種⾹粧品の特徴を理解を深め説明できるよう
にする。

①⾊材 ②⾹料
⾹粧品の⼀般的な原料について配合⽬的や特徴
を説明できるようになる。

①その他の配合成分 ②ネイル・まつ⽑エクステンション⽤
⾹粧品に⽤いられる製品安定化剤について説明
できるようになる。



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

①⾹粧品に関する法律について知ってうえでの施術を可能にする。
②⾹粧品に配合されている成分に対し配合⽬的を明確に説明可能にする。
③頭⽪・⽑髪⽤の⾹粧品については、特徴・使⽤法・関連法規を説明可能にする。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

⽇本理容美容教育センター編：⾹粧品化学
まとめと概要のプリント（毎授業時に配布）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
(22)

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

3

4

5

6

7

8

9

10

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

現代（1945年〜2000年代以降)の髪型・化粧・服装

第2次世界⼤戦後の復興と⾼度経済成⻑期の海外から
の影響を考える。⽣活⽂化の向上に伴う、若者⽂
化・流⾏の⾵潮を理解する。１９８０年代以降の
⼈々の価値観の多様化により、トレンドも多様化し
た、それぞれの潮流について区別できるようにな
る。

礼装の種類
男⼥の礼装(洋装・和装)を学び、正しい装いを理解す
る。美容理論Ⅱの教科書を使⽤し、着付技術の知識
に結びつけて理解する。

⽂化論（⽇本理容美容教育センター）、配布プリント

現代（1945年〜2000年代以降)の髪型・化粧・服装
１９８０年代以降の⼈々の価値観の多様化により、
トレンドも多様化した、それぞれの潮流について区
別できるようになる。

近代（明治・⼤正・昭和20年まで）の髪型・化粧・服装 ⻄洋⽂化の導⼊から戦争への歴史的流れや⼥性の社
会進出に⾄る経緯を考える。

職業実践専⾨課程 理容科 仲⽮

⽂化論

2027年度 実施時期

時代における流⾏の背景からファション(髪型・化粧・服装)の移り変わりを学び､各時代の流⾏を理
解する。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

近代（明治・⼤正・昭和20年まで）の髪型・化粧・服装 世相を反映した⽂化を髪型・化粧・服装で区別でき
るようになる。

練習問題 〔近代の⽂化〕
明治・⼤正・昭和２０年までの髪型・化粧・服装に
ついて、問題形式で復習し、理解していないところ
を確認する。

講義
単位数

（時間数）
⽇本と⻄洋の歴史の中に⾒る美容が時代背景の中でどのような美しさを求めてきたかを考える。美
の成り⽴ちやあり⽅を知ることで、新しいデザインへの創造⼒を⾼め、お客様からコンセンサスを
得るために必要な知識を⾝に付ける。

学習内容 各回の到達⽬標

⽂化論を学ぶ⽬的、⽇本の美容業の歴史

⽂化論を学ぶことで得られる考察について話し合
う。理美容業の成り⽴ちや法律について理解し、将
来の美容業界の動向や将来性について私⾒を持てる
ようになる。

練習問題 〔礼装の種類 現代の⽂化〕
1945年以降の髪型・化粧・服装について、また礼装
の種類や特徴について問題形式で復習し、理解して
いないところを確認する。

現代（1945年〜2000年代以降)の髪型・化粧・服装
第2次世界⼤戦後の復興と⾼度経済成⻑期の海外から
の影響を考える。⽣活⽂化の向上に伴う、若者⽂
化・流⾏の⾵潮を理解する。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（8）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 理容科 柳瀬、飯沼

⽂化論（ファッション論）

2027年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

美翔祭に向けて⾐装等をブラッシュアップしていく

学習内容

ヘアーショーの⾐装を完成させる

美翔祭の作品で評価を⾏う。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができ
ない。

⽂化論（⽇本理容美容教育センター）

参考資料を説明/作業 ⾐装のイメージを掴む

作業時間
作業を⾏いながら、⼤枠のイメージを固
める

作業時間 必要な⾐装を作成する

作業時間 ⾐装のブラッシュアップを⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・ね
らい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

テキストを活⽤し、財務、税務、労基、社保の復習と全体の⼩
テスト

畑中

・損益計算書、貸借対照表、及び、税⾦の種類
とその中⾝を説明できるようになる。

テキストを活⽤し、「社会保険知識」の習得（後編）

貯蓄の重要性の理解と班別に創作したコンセプトの確認（前
半）

・マーケティングとは何か。どのように差別化
された店舗コンセプトを作ったら良いのかを説
明できるようになる。

テキストを活⽤し、「社会保険知識」の復習
・社会保険の種類とその中⾝を説明できるよう
になる。

職業実践専⾨課程 理容科

運営管理

2027年度 実施時期

講義 単位数
（時間数）

仮想店舗の創作を体験したり、「運営管理」のテキストで理論を習得したりすることで、将来、サロン内外で
管理業務的職務の遂⾏が必要になった場合に対応できるようになる。

学習内容 各回の到達⽬標

「運営管理」テキストを活⽤し、経営基本の習得を⾏う。
外部環境の変化やそれに対応する経営資源の配
分の仕⽅の基本を説明できるようになる。

「運営管理」テキストを活⽤し、「財務・税⾦の知識」の習得
を⾏う。

貸借対照表と損益計算書の⾒⽅が分かるように
なる。また、税の種類や納税の基礎知識を説明
できるようになる。

テキストを活⽤し、「社会保険知識」の習得（前編）

「運営管理」テキストを活⽤し、「労働基準法」「労働安全衛
⽣法」の理解

労働基準法や給与について、労働安全衛⽣法な
どの概要を説明できるようになる。

班別に作成した仮想店舗の損益計算の確認（後半）
・なぜこのぐらい売上⾼が必要なのかを説明で
きるようになる。

テキストを活⽤し、財務、税務、労基、社保の復習と全体の⼩
テスト

・サロン運営はどのようにするのかの概略を説
明できるようになる。

サロン運営の基礎知識を学び、将来的に、店舗オーナーや管理者になったときに役に⽴つ知識を仮
想体験すると同時に、国家試験科⽬「運営管理」に対応するものとする。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。
学校から配布する「運営管理」テキストを必ず持参し、当⽅が準備するプリントをコピーして頂い
て、配布して使⽤

班別に創作したコンセプトの確認（後半）
・どのように差別化された店舗コンセプトを
作ったら良いのかを説明できるようになる。

班別に作成した仮想店舗の損益計算の確認（前半）
・なぜこのぐらい売上⾼が必要なのかを説明で
きるようになる。

テキストを活⽤し、「財務と税⾦」の復習

・サロン運営はどのようにするのかの概略を説
明できるようになる。

・社会保険の種類とその中⾝を説明できるよう
になる。

・社会保険の種類とその中⾝を説明できるよう
になる。

「運営管理」テキストを活⽤し、と国家資格学科試験に対応で
きるための能⼒を養いながら、「価値の知識」の習得を⽬指
す。

美容業のサービスの価値の中⾝を説明できるよ
うになる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

3
（90）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜4

5〜8

9〜12

13〜16

17〜20

21〜24

25〜29

30

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

理容技術は、⼈を対象として直接⽪膚に触れたり、刃物を使うことから、どの技術も習練が必要であり、何よ
り安全性が必要とされる。そのために技術理論の意義を⼗分理解し、理容師としての基礎的知識を習得する。

パーマネントセット
(1) パーマネントウエービング
(2) コールド⼆浴式パーマネントウエーブの⼀例
(3) アイアニング

パーマネントを施術するうえで必要な薬
剤の知識、種類、効果効能などを説明で
きる

ヘアカラーリング
(1) ヘアーカラーリング技術のプロセス
(2) ヘアカラーリングの⼀例

ヘアカラーリングを施術するうえで必要
な薬剤の知識、種類、効果効能などを説
明できる

演習
単位数

（時間数）

美容技術理論の基礎とともに、技術内容とあわせて理解することが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

シェービング
(1) メンズフェイスシェービング
(2) メンズネックシェービング
(3) グルーミング
(4)  レディースシェービング

シェービングを安全に正しく施術できる
ために必要な理論及び技法を説明できる

理容エステティック
(1) スキンケア
(2) フェイシャルケア
(3) ハンドケア

スキンケア、フェイシャルケア、ハンド
ケアの理論及び技法を説明することがで
きる

理容⽤具
シザース、レザー、クリッパー、コーム、ブラシ、ヘア
アイロン、ヘアドライヤー

理容⽤具を安全に正しく使⽤していく為
に必要な知識と取扱い⽅について説明で
きる

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

「理容技術理論１・２」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

ヘアカッティング
スタンダードヘアのスタイル別カットシステム

スタンダードヘアのスタイル別の特徴を
説明することができる

学期末試験

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容技術理論

⾃分⾃⾝の個⼈分析について説明するこ
とができる。

個性⼼理学
個性⼼理学を通じて個性分析をし⾃分⾃⾝の特徴を知
る。また様々なタイプの個性を理解することで、理容師
として必要な多様性を深めらる。

2027年度 実施時期

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（6）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜3
（6ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

古荘

理容実習（シェービング）

2027年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

レザーを使いこなせる

学習内容 各回の到達⽬標

顔⾯技術復習、⽿剃りなど特殊シェービング
安全で適切な⽿剃りなど特殊シェービン
グを施術することができる

ネックシェービング、顔⾯シェービングがサロンレベルまで到達する

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

職業実践専⾨課程 理容科



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（24）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜2
(4h)

3
(6h)

4〜5
(10h)

6
（12h）

7〜8
(16h)

9
(18h)

10〜11
(22h)

12
(24h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

スタンダードカットのロング、ハーフロング、ブロース
カット

スタンダードカットの基準を学びロン
グ、ハーフロング、ブロースのカットが
できるようになる

スタンダードカッティング 実技試験①
スタンダードカット ロングスタイルの
カットが30分間でできるようになる

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

レディースウイッグのフォーマルカット＆ブローを時間内でそれぞれ作成する。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

プレカット 実技試験

実習
単位数

（時間数）

フォーマルカット ミディアム分髪スタイルを理解し、カット・ブローが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

指で挟んでのグラデーションによるプレカット
プレカットを指で挟んでのグラデーショ
ンすることができる

プレカットを20分間でカットすることが
できる

プレブロー＆セット
資格試験スタイルのプレブロー＆セット
ができるようになる

プレブロー＆セット 実技試験
20分間で資格試験スタイルのプレブロー
＆セットができるようになる

レディースウイッグのフォーマルカット＆ブローを時間内でそれぞれ作成する。

スタンダードカッティング 実技試験②
スタンダードカット ハーフロングスタ
イルのカットが30分間でできるようにな
る

スタンダードカッティング 実技試験③
スタンダードカット ブローススタイル
のカットが30分間でできるようになる

古荘

理容実習（ミディアム）

2027年度 実施時期

職業実践専⾨課程 理容科



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（10）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜3
(6h)

4〜5
(4h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

実施時期

実習
単位数

（時間数）

ワインディングの基礎としてCライン巻きを中⼼に修得。その後は「パーマ」に向け、必要な⼿技や
⼿順、理論などを総合的に修得する

学習内容

2027年度

デザイン巻き３パターン（オールパーパス、レンガ、縦
巻き）

デザイン巻き３パターン（オールパーパ
ス、レンガ、縦巻き）をワインディング
することができる

3⼈1組でのモデル実習 ⼈頭パーマ⼿順

各回の到達⽬標

理容実習（ワインディング）

⼈頭でワインディングができるようにな
る

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

Cライン巻きはブロッキング５分、巻き30分で、ある程度以上のレベルで完成。デザイン巻き３種
類修得、ウイッグと⼈間のパーマの違いを理解、パーマ⼿順修得

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（24）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3〜4
(8h)

5〜6
（12h）

7〜8
(16h)

９~12
(24h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

古荘

実習
単位数

（時間数）

スタイルの展開図の書き⽅、考え⽅の基礎ができるようになる。

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

ヘアスタイル設計資料

ブロー、スタイリング剤とスタイリング⽅法、仕上げま
で

求めるロングヘアスタイルのブロー、ス
タイリング剤とスタイリング⽅法、仕上
げまですることができる

理容実習（ロングレイヤー）

2027年度 実施時期

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ロングレイヤー実技試験
40分間で求めるロングレイヤーのカット
及びブロー＆スタイリングまですること
ができる

職業実践専⾨課程 理容科

シルエットの考え⽅、グラデーション、レイヤー、セイ
ムなどの違いと、スタイルからどのカットラインかを判
断する⽅法

シルエットの考え⽅、グラデーション、
レイヤー、セイムなどの違いと、スタイ
ルからどのカットラインかを判断するこ
とができる

量感調整、質感調整とモデルカルテ記載⽅法
量感調整、質感調整を学び、モデルカル
テを記載することができる

完成スタイルから作成⽅法を考え、組み⽴てる⼒を⾝につける

学習内容 各回の到達⽬標

基礎練習 ロングヘアのブロー、スタイル作成の⼿順確
認

求めるロングヘアスタイルからのブロー
の⼿順を読み解くことができる

展開図の作成⽅法、アウトライン作成、ブロー
求めるロングヘアスタイルからの展開図
を作成し、アウトライン作成、ブローの
⼿順を読み解くことができる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（11）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
（8h）

5〜6
(11h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

求めるミディアムレイヤースタイルから
の展開図を作成し、40分間でカット及び
ブロースタイリングをすることができる

単位数
（時間数）

ミディアムレイヤー実技試験

求めるミディアムレイヤースタイルから
の展開図を作成し、シルエットを読み解
きデザインを形にすることができる

量感調整・質感調整

求めるミディアムレイヤースタイルから
の展開図を作成し、量感調整・質感調整
を読み解きデザインを形にすることがで
きる

展開図が作成できる、展開図通りにスタイル作成ができる

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

ヘアスタイル設計・展開図作成授業2回⽬。それぞれの理解を深める

学習内容 各回の到達⽬標

ブロースタイリング・展開図完成

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容実習（ミディアムレイヤー）

2027年度 実施時期

実習

スタイル提⽰、ブロッキング、アウトライン作成

求めるミディアムレイヤースタイルから
の展開図を作成し、ブロッキングとアウ
トラインを読み解きデザインを形にする
ことができる

シルエット作成

求めるミディアムレイヤースタイルから
の展開図を作成し、ブロースタイリング
を読み解きデザインを形にすることがで
きる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（11）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
（8h）

5〜6
(11h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

量感調整・質感調整・展開図作成
求めるマッシュスタイルからの展開図を
作成し、量感調整・質感調整を読み解き
デザインを形にすることができる

求めるマッシュスタイルからの展開図を
作成し、シルエットを読み解きデザイン
を形にすることができる

シルエット（グラデーション）作成・展開図作成

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

各⾃で考えてスタイル完成、展開図作成

スタイル写真提⽰
ブロッキング・アウトライン作成・展開図作成

求めるマッシュスタイルからの展開図を
作成し、ブロッキングとアウトラインを
読み解きデザインを形にすることができ
る

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容実習（マッシュスタイル）

実施時期

ヘアスタイル設計・展開図作成の理解（横スライスのエレベーションスタイル）

単位数
（時間数）

実習

2027年度

ブロー・セット、スタイル完成 展開図完成
求めるマッシュスタイルからの展開図を
作成し、ブロースタイリングを読み解き
デザインを形にすることができる

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

求めるマッシュスタイルからの展開図を
作成し、40分間でカット及びブロースタ
イリングをすることができる

マッシュスタイル実技試験

各回の到達⽬標学習内容



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（30）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4
（8h）

5
(10h)

6
(12h)

7
(14h)

8〜9
(18h)

10〜11
(22h)

12〜13
(26h)

14〜15
（30h）

レディースショートスタイル フリースタイル⾵
レディースショートスタイルをフリース
タイル⾵にセットスタイリングができる
ようになる

ショートグラデーションを、バランスを変えて中性的に
する
量感・質感調整、ブロー、スタイリング

求めるからショートグラデーションスタ
イルの展開図を作成し、量感・質感の微
調整とブロースタイリングを読み解きデ
ザインを形にすることができる

レディースフリースタイル 実技試験
35分間でレディースフリースタイルの
セット＆ブローができるようになる

ショートレイヤースタイル
スタイル提⽰、展開図作成、ベースカット

求めるからショートレイヤースタイルの
展開図を作成し、ブロッキングとベース
カットを読み解きデザインを形にするこ
とができる

量感・質感調整・ブロー、スタイリング

求めるからショートレイヤースタイルの
展開図を作成し、量感・質感調整とブ
ロースタイリングを読み解きデザインを
形にすることができる

バランスを変えて中性的にする
量感・質感調整・ブロー、スタイリング

求めるからショートレイヤースタイルの
展開図を作成し、量感・質感の微調整と
ブロースタイリングを読み解きデザイン
を形にすることができる

セクションカットとツーブロック理解
刈上げないツーブロック、刈上げるツーブロック

セクションカットとツーブロック理解
し、刈上げないツーブロック、刈上げる
ツーブロックをデザインできるようにな
る

ツーブロック実技試験

実施時期2027年度

実習
単位数

（時間数）

求めるからショートグラデーションスタ
イルの展開図を作成し、ブロッキングと
ベースカットを読み解きデザインを形に
することができる

ショートグラデーションスタイル
スタイル提⽰、展開図作成、ベースカット

各回の到達⽬標学習内容

ショートスタイルなので、メンズとレディースとの「顔とヘアスタイルのバランスの違い」を中⼼
に理解する。⼥性っぽさ、男性っぽさの理解をする。

ベースカット続き、量感・質感調整

求めるからショートグラデーションスタ
イルの展開図を作成し、ブロッキングと
ベースカット、量感・質感調整を読み解
きデザインを形にすることができる

ブロー、スタイリング

求めるからショートグラデーションスタ
イルの展開図を作成し、ブロースタイリ
ングを読み解きデザインを形にすること
ができる

ツーブロックスタイルを35分間で作成す
ることができる

理容実習（レディースショート）

古荘職業実践専⾨課程 理容科



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

レディーススタイル2スタイル×2パターン作成、展開図を⾃分で考えて書けるようになる。ヘアス
タイルのバランスを理解する。

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

ポートフォリオで評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験することができ
ない



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（9）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1
(2h)

2
(4h)

3
(6h)

4〜5
（9h）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

短めスキンフェードスタイルのカット＆ブロー＆スタイ
リング

求めるから短めスキンフェードスタイル
のブロー＆セットができるようになる。

スキンフェードスタイル 実技試験
30分間でスキンフェードスタイルをカッ
トすることができる

ベリーショートスタイル2スタイル完成

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実習
単位数

（時間数）

クリッパー、ぼかしを多⽤したベリーショートスタイルの原理の理解と実践

学習内容 各回の到達⽬標

⻑めスキンフェードスタイルのヘアスタイル設計
事前に展開図を記⼊し、その後作成。

求めるから⻑めスキンフェードスタイル
の展開図を作成し、ブロッキングとベー
スカットを読み解きデザインを形にする
ことができる

⻑めスキンフェードスタイル ブロー＆セット
短めスキンフェードスタイルのヘアスタイル設計

求めるから⻑めスキンフェードスタイル
のブロー＆セットができるようになる。
また短めスキンフェードスタイルの展開
図を作成し、ブロッキングとベースカッ
トを読み解きデザインを形にすることが
できる

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容実習（フェードスタイル）

2027年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（70）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜2
(4h)

3〜4
(8h)

5〜6
(12h)

7〜9
（18h）

10〜12
(24h)

13〜15
(30h)

16〜18
(36h)

19〜21
(42h)

22〜24
(48h)

25〜28
(56h)

No.2ウイッグ使⽤ 進⾏⾯の練習、各技術でタイム⼊れ

国家試験合格に必要な技術が（基礎刈
り、仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処
置、整髪）時間内に安全に正確に施術す
ることができる

No.3ウイッグ使⽤ 国家試験と同じ進⾏で実施、採点
し、どこが減点されるのかを意識する

国家試験にて減点されている技術（基礎
刈り、仕上げ刈り、シェービング、顔⾯
処置、整髪）を理解し修正することがで
きる

No.6ウイッグ使⽤ 第2回模擬試験

⾃⾝が減点されている技術（基礎刈り、
仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処置、
整髪）を理解し、国家試験合格に必要な
技術が時間内に安全に正確に施術するこ
とができる

No.7ウイッグ使⽤ 第3回模擬試験

】⾃⾝が減点されている技術（基礎刈
り、仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処
置、整髪）を理解し、国家試験合格に必
要な技術が時間内に安全に正確に施術す
ることができる

No.8ウイッグ使⽤ 卒業実技試験

⾃⾝が減点されている技術（基礎刈り、
仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処置、
整髪）を理解し、国家試験合格に必要な
技術が時間内に安全に正確に施術するこ
とができる

No.4ウイッグ使⽤ 各場所ごとに細かい復習

国家試験にて減点されている技術（基礎
刈り、仕上げ刈り、シェービング、顔⾯
処置、整髪）を理解しながら施術するこ
とができる

No.5ウイッグ使⽤ 第1回模擬試験

国家試験合格に必要な技術が（基礎刈
り、仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処
置、整髪）時間内に安全に正確に施術す
ることができる

学習内容 各回の到達⽬標

No.１〜3までのウイッグの仕込み、プレカット、プレブ
ロー

No.１〜3までのウイッグの仕込み、プレ
カット、プレブローすることができる

No.1ウイッグ使⽤ 技術⾯を中⼼とした指導

国家試験合格に必要な技術が（基礎刈
り、仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処
置、整髪）安全に正確に施術することが
できる

No.4~6ウイッグの仕込み
No.4〜6までのウイッグの仕込み、ミスな
くプレカット、プレブローすることがで
きる

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容実習（資格試験課題）

2027年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
理容師資格試験実技の合格に加え、衛⽣的・安全・正確・効率的な技術を理解し、それをサロンで
活かせるようにする。



29〜32
(64h)

33〜35
(70h)

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

卒業実技試験合格、国家試験合格レベル

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

No.9ウイッグ使⽤ 国家試験前竿集模擬試験

⾃⾝が減点されている技術（基礎刈り、
仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処置、
整髪）を理解し、国家試験合格に必要な
技術が時間内に安全に正確に施術するこ
とができる

No.10ウイッグ使⽤ 国家試験前の最終準備

⾃⾝が減点されている技術（基礎刈り、
仕上げ刈り、シェービング、顔⾯処置、
整髪）を理解し、国家試験合格に必要な
技術が時間内に安全に正確に施術するこ
とができる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（120）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜10

11〜20

21〜30

31〜40

41〜50

51〜60

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

ヘアスタイルを⽴体的に観測し、ヘアデザインの構造と技法を読み解く能⼒を活かし、ヘアスタイ
ルをカタチにすることができる

作品のポートフォリオとスタイルの展開図をまとめたものを作成し、ファイルに取りまとめたもの
を評価とする。なお、所定授業時間数(全体の4/5)を下回る学⽣は評価を受けることができない

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

クリエイティブスタイル

ヘアスタイルにおけるトレンドポジショ
ンを理解し、そのイメージに合わせたヘ
アスタイルをデザインするためにアウト
ラインやテクスチャー、ディテールカッ
トの理論および技術を習得する。

マッシュウルフ（メンズスタイル）

カットラインを繋げずにスタイルを作成
するディスコネクションテクニックにて
スタイルを作成することができるよう
に、ヘアカッティング理論・技術ならび
にブローセット理論・技術を習得する。

ツーブロックスタイル（メンズスタイル）

グラデーションカットの特徴であるウエ
イトをコントロールし、バランスのとれ
たスタイルを表現できるようになる為
に、ヘアカッティング理論・技術ならび
にブローセット理論・技術を習得する。

ジェットモヒカン（メンズスタイル）

刈上げのウエイトをコントロールし、バ
ランスのとれたスタイルを表現できるよ
うになる為に、ヘアカッティング理論・
技術ならびにブローセット理論・技術を
習得する。

クラシカルバックバリエーション

クラシカルバックスタイルの特徴である
美しい調和のとれたスクエア シルエット
を表現できるようになる為に、ヘアカッ
ト技術ならびに多彩なヘアブラシによる
ブローセット技術を習得する。

フェードスタイル

フェードカット スタイルの特徴である美
しい刈り上げの⾊彩と、シルエットを表
現できるようになる為に、ヘアカッティ
ング理論とスタンダードカット技術、な
らびにブローセット理論・技術の習得。

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容実習
スタイリストコース（コース選択）

2027年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
ヘアデザインに必要な応⽤する⼒と想像⼒を⾼めるために必要な基礎的知識、技能を修得する。
またヘアスタイルを⽴体的に観測し、ヘアデザインの構造と技法を読み解く能⼒を活かし、ヘアス
タイルをカタチにすることができる

学習内容 各回の到達⽬標



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（120）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜20

21〜40

41〜60

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

肌質やスキントラブルを分析し、シエステを駆使しながらモデルの肌を美しくすることができる。
また、ネイルやメイクなども加えることにより、トータルビューティーまで発展させた⽴案・提案
ができる
ALEXクレンジングマイスター及び美剃師検定初級の検定試験に合格すること。
なお、所定授業時間数(全体の4/5)を下回る学⽣は評価を受けることができない

ALEXクレンジングマイスター教科書、美剃師検定 教科書

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

ALEXクレンジングマイスター

各種化粧品の効果や成分、どんな⼈に会
うのかを説明することができる。またカ
ウンセリングを通じてモデルにあった化
粧品を提案し、クレンジングからレ
ディースシェービングまで施術をするこ
とができる。

ヘットスパ
トリートメントを施しながら頭のツボを
的確に指圧し、お客様に快感とリラク
ゼーション効果を与えることができる。

美剃師検定初級

美剃師検定初級 合格を⽬指し、レディー
スシェービングとフェイシャルエステを
組み合わせ、お客様に⼼地よさと美しさ
を与え、素肌を美肌にするための知識と
技術を習得する。

古荘、中⼭職業実践専⾨課程 理容科

理容実習
シェステコース（コース選択）

2027年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

⼥性に施術することを⽬的としたシエステ(＝シェービングエステ)の基礎的知識、技能を修得する

学習内容 各回の到達⽬標



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

12
（45）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1~8回

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

学内で学んだ知識と技術を活かし、現場で「お客様」にはならず、どんな役割でもきちんとこな
し、スタッフに愛され、重宝される存在として、存在価値を認めてもらえる⼈間となる

実習⽇誌により評価。なお、所定授業時間数(全体の4/5)を下回る学⽣は評価を受けることができな
い

実習⽇誌（配布）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

実習
単位数

（時間数）
① 業界理解を深める為、実際の現場で業務の流れを学ぶ
② 接客・接遇の実際を体験させ、職場経験を通してその基本を修得させるとともに⼼構えを確⽴
させる

学習内容 各回の到達⽬標

実務実習

サロン実習を通して、実務に従事する⾃
⼰の未来像と技術者としての資質を錬磨
し、業界の求める⼈材としての決意と誇
りを新たにする

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

理容実習（実務実習）

2027年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（12）

教育⽬標・ね
らい

授業回

1

2

3

4

5

6

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

“ブランディングデザイン” -1：ブランディング補⾜内容及びイ
メージ抽出

グループ内でのイメージの共有化及び具体策

⾃分の店を持つにあたり既存の枠を超えた店舗開発が必然的になってきます。お客様を⽇常⽣活か
ら居⼼地の良い⾮⽇常空間へ誘うマジックがこのブランディングデザインに隠されています。デザ
インを楽しんで頂き将来の糧にしてください。

提出課題、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下
回る出席者は評価対象としない。

“サロンデザイン -1” : ⽴体模型製作開始 平⾯図⾯から⽴体模型に移⾏作業

“ブランディングデザイン開発プログラム” ：プレゼン準備 各科⽬との最終調整

職業実践専⾨課程 理容科

理容美術（造形学）

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

学習内容 各回の到達⽬標

“ブランディングデザイン” -1：ブランディングデザインとは何
かを知る。

ブランド価値を⾼めるための理解

プリント配布

“ブランディングデザイン” -1：ブランディング具体案制作
店舗のコンセプト作り（店名）、設置場所、他
店との差別化

“ブランディングデザイン” -2：店舗レイアウト制作 店舗レイアウト制作及び付帯するデザイン開発

マーケティングを基にブランドデザイン開発を実施。お客様に対して店のコンセプトやメッセージ
を視覚的な情報として伝える。店のロゴマークや店舗デザイン、ユニフォームやパッケージデザイ
ンなど付帯するデザイン開発を実施。

⼤草



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（10）

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

4

5

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

学習内容 各回の到達⽬標

理容美術
（フォト）

2027年度 実施時期

演習 単位数
（時間数）

通常のカメラでは撮影が難しいヘア、メイク、ネイルなどの撮影術を学び、⾃⾝が作成した作品を
残せるようにする。

職業実践専⾨課程 理容科 古荘

カメラ基礎
カメラの機能を理解する（フォーカス、シャッタースピード、
絞り）

カメラ基礎
カメラの機能を理解する（ISO感度、⾊調）

撮影実習 撮影基礎
⼈間モデルの基本的な撮影⽅法とカメラの設定

撮影実習 ストロボを使⽤した⼈物撮影
アップでの撮影に特化したストロボ設営パターンで、モデルの
顔のアップを撮影

撮影実習 ⼈物撮影
美翔祭モデルを使⽤した、モデルのAfter撮影。

作品作りと撮影を⾏う事で、卒業後も実際にサロンで活⽤できる事を⽬標とする。

授業態度、作品提出により評価。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る出席者は評価対象とし
ない。

オリジナルテキスト配布



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（8）

教育⽬標・ね
らい
授業回

1

2

3

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

永岑

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

店舗設計を通じて、お客様（社会）が求めるサロンを⾃らが考える⼒を⾝につける

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 理容科

理容美術（店舗設計）

最新の店舗デザインと理美容業界のマーケティング

・様々な店舗を知り、将来造りたい（勤
めたい）サロンをイメージする
・美容業界の過去の変遷を学び、今後の
社会が望むサロンづくりを考える

店舗に関わる法的概要と店舗レイアウトの考え⽅

・美容師法を理解し、開業時に必要な事
項を⾝に付ける
・⾏動学、⼼理学に基づき、儲かる店の
レイアウトの考え⽅を⾝に付ける

⾊と光（照明）の基礎知識・演出⼿法と各講義の理解度
テスト

・⾊は光に依って⾒え⽅が変わり、技術
がより良く⾒える演出⼿法を⾝に付ける
・各講義の理解度および受講⽣の興味項
⽬を知る

各講義の基礎知識を⾝に付け、勤めたい店（開業したい店）のイメージを作り上げる

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

パワーポイントでの映像およびプリント



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（10）

教育⽬標・ね
らい

授業回

1

2

3

4

5

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、吉⽥

表現技術

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

売上・客数・客単価の数字の⾒せ⽅を把握。多彩なサロ
ン事例からよりアイデアを磨く。

プレ発表の実践。企画を磨き「⾃分たち
のサロン」を⼈に伝える。

本番リハーサル。発表と同じ形式で実践し、要点の絞り
込みとフィードバック。

パワポ資料の⼀次お披露⽬と発表時の役
割分担。⾃分の企画に⾃信をつける。

チャレンジカップ本番、創意⼯夫の⾯⽩さを体得する。
限られた時間配分で効果的な⾒せ⽅を意識する。

堂々とワクワクしながら発表できる。礼
節を持ったプレゼンテーションができ
る。

具体的な店舗企画開発をチームで創出・プレゼン発表することにより、サロンビジネスの可能性や
多様性を理解する。お客様⽬線でのサロンサービスとは何か、その本質を知り得る。

学習内容 各回の到達⽬標
「つかみ・本題・まとめ」構成を考える。テンプレート
書式からサロンのウリとは何かを組み⽴てる。

プレゼンの構成を知る。発表資料の作り
⽅を理解する。

キャッチフレーズを考える。提案サロンの強み、メ
ニューの魅⼒、顧客のメリットを⾔語化。

サロンの⽅向性、どういう客層を狙いた
いのか明確にする。

理容の魅⼒が正しく伝わるプレゼンテーション⼒を⾝につける。夢のサロン企画を通して、実社会
から求められる店舗のあり⽅を体得する。

資料作成時に⾃分の⾔葉で⾔語化できるか。発表資料の⾒やすさ、伝わりやすさ、企画内容のわか
りやすさ、発表時の態度、⾔葉遣い、プレゼンを通して「⼼が動かさせるかどうか」

吉⽥昌央術式「プレゼン⼒を⾝につける」スライド資料、パワポテンプレートの提供



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（20）

教育⽬標・ね
らい

授業回

1
（3h）

2
（6ｈ）

3
（9ｈ）

4
（12ｈ）

5
（15ｈ）

6
（18ｈ）

7
（20ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

理容の魅⼒が正しく伝わるプレゼンテーション⼒を⾝につける。夢のサロン企画を通して、実社会
から求められる店舗のあり⽅を体得する。

プレゼン発表資料の⾒やすさ、伝わりやすさ、企画内容のわかりやすさ、発表時の態度、⾔葉遣
い、そのプレゼンテーションを通して「⼼が動かさせるかどうか」

吉⽥昌央術式「プレゼン⼒を⾝につける」スライド資料、パワポテンプレートの提供

①プレゼンの実践：第⼀回⽬、発表の原稿づくりと
フィードバック。
②スライドごとの抑揚、⼀番伝えたいことを明確化。

発表の実際を知る。⼈にどう伝わってい
るのか、意⾒や指摘を受け⼊れ、次回ま
でに改善できるようにする。

①プレゼンの実践：第⼆回⽬、要点の絞り込みとフィー
ドバック。
②改善点を活かし、制限時間内での発表、内容を要約す
る。

本番通りの会場、マイクを使い、つか
み・本題・まとめの話し⽅ができる。⾃
分の企画に⾃信をつける。

ウインドウズを使⽤しパソコンの使い⽅
に慣れ、Word・Excel・PowerPointの特
性を理解し操作することができる。

・パワーポイントの基本操作
（スライド作成、編集、画像の挿⼊、アニメーション設
定）

架空のヘアサロンをプレゼンテーション
するための資料を作成することができ
る。

①何のためにプレゼンするのか、プレゼンの構成を考え
る。
②テンプレート書式から発表⽤のスライド構成を組み⽴
てる。

⾃分本位のプレゼンではなく、誰が得す
る発表なのかを理解できる

①伝わるスライドづくり、資料のブラッシュアップ。
②提案サロンの強み、メニューの魅⼒、顧客のメリット
を⾔語化。

単なる資料の読み上げでないこと、ライ
ブ発表ゆえの意義を正しく理解できる。

①ブレゼンの本番：役割分担、時間配分、効果的な⾒せ
⽅を愉しむ。
②他グループの模擬審査と最終的なフィードバック。

⼈前でも堂々とワクワクしながら発表で
きる。礼節を持ったプレゼンテーション
ができるようになる。

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥

表現技術

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）
具体的な店舗企画開発をチームで創出・プレゼン発表することにより、サロンビジネスの可能性や
多様性を理解する。お客様⽬線でのサロンサービスとは何か、その本質を知り得る。

学習内容 各回の到達⽬標

ウインドウズ基本操作のネット活⽤読み解く



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

1
（30）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
LESSON1 ビジネスパーソンとは③ 「1-4働く⼼構え」
⼊社直前編

『９つの意識』を理解し、働く上で必要なマイ
ンドとコンピテンシーを具体的に⾔語化し､正
しい価値観・職業観を学び､就職に備える

LESSON2 ⾝だしなみ＋⽴ち居振る舞い（復習）
    「2-1 ⾝だしなみ、2-2 ⽴ち居振る舞い」

『品性』のある⾝のこなしを学び、実践する。

LESSON3 ⾔葉遣い➀ 「1-2 OK⾏動､3-1 敬語､3-2 敬語
のテクニック､3-3 気になる⽇本語､3-4 よく使う接客⽤
語」

職業⼈としての⾔葉の使い⽅を学び、表現でき
る

LESSON3 ⾔葉遣い② ｢1-2 OK⾏動､3-1 敬語､3-2 敬語のテク
ニック､3-3 気になる⽇本語、3-4 よく使う接客⽤語」

職業⼈としての⾔葉の使い⽅を学び、表現でき
る。

LESSON1 ビジネスパーソンとは➀ 「1-4働く⼼構え」
⼊社直前編

『９つの意識』を理解し､働く上で必要なマイ
ンドとコンピテンシーを具体的に⾔語化し､正
しい価値観・職業観を学び､就職に備える

LESSON1 ビジネスパーソンとは② 「1-4働く⼼構え」
⼊社直前編

『９つの意識』を理解し､働く上で必要なマイ
ンドとコンピテンシーを具体的に⾔語化し､正
しい価値観・職業観を学び､就職に備える

ビジネスマインド

2027年度 実施時期

講義
単位数

（時間数）

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

就職活動（サロン説明会、サロン⾒学など）にて、先⽅
に訪問した際の演習②
 ・「質問」 ・「インタビュー」 ・「聴く」
LESSON6 ビジネスパーソンとしてのマナー（復習）
    「6-1 時間のマナー､6-2 仕事上のコミュニケーション､6-
3PDCA」

職場での円滑な関係性を築くための基本マナー
の習得

社会⼈・職業⼈として、組織の中で⾃分が振る舞うビジネスマナーを正しく理解し⾏動変容を⾏う
加えて、⾃⾝の課題に向き合う課題発⾒能⼒や問題解決能⼒を養い、⾃律した思考と⾏動の実践。

学習内容 各回の到達⽬標
ビジネスパーソンとしてのマナー➀
「6-6 頂き物の取り扱い、6-7 共有スペースでのマ
ナー、6-8 名刺交換」

ビジネスパーソンとしての基本マナーを学び、
⼊店（就職）後に実践できるようにする。

LESSON1 ビジネスパーソンとは② 「1-4働く⼼構え」
⼊社直前編

『９つの意識』を理解し､働く上で必要なマイ
ンドとコンピテンシーを具体的に⾔語化し､正
しい価値観・職業観を学び､就職に備える

LESSON1 ビジネスパーソンとは③ 「1-4働く⼼構え」
⼊社直前編

『９つの意識』を理解し、働く上で必要なマイ
ンドとコンピテンシーを具体的に⾔語化し､正
しい価値観・職業観を学び､就職に備える

ビジネスパーソンとしてのマナー②
「6-6 頂き物の取り扱い、6-7 共有スペースでのマ
ナー、6-8 名刺交換」

ビジネスパーソンとしての基本マナーを学び、
⼊店（就職）後に実践できるようにする。

ビジネスパーソンとしてのマナー③ 「6-9 ⼿紙の書き
⽅」

ビジネスパーソンとしての基本マナーを学び、
⼊店（就職）後に実践できるようにする。

就職活動（サロン説明会、サロン⾒学など）にて、先⽅
に訪問した際の演習➀
 ・「振る舞い」 ・「表情」 ・「⾔葉遣い」



15

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

個⼈⽬標振り返りによる⾃⼰評価と、それに基づく担任⾯談の結果による。なお、所定授業時数
（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない

ビジネスマナーワークブック

クラス⽬標・個⼈⽬標振り返り

社会⼈として⾃分の⽴ち位置や直⾯する状況を理解し、適切な対応をとることができる。
このことにより組織の⼀員として認められるようになる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（8）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

7

8

職業実践専⾨課程 理容科 井川

成果物を根拠に、⾃分の考えや強みを説明でき
る。
変化の⼤きい社会において、学びを将来につな
げる意識を持てる。

Googleフォームを活⽤し、⾃分やクラスの関⼼・意⾒を収集・
共有・可視化する⼀連の流れを体験する。集めたデータをもと
に、⾃分たちに当てはまる傾向を読み取り、次の⾏動につなげ
る考え⽅を学ぶ。

フォームで意⾒を集め、結果を読み取ることが
できる。データを根拠に「なぜそうなったか」
「次にどうするか」を説明できる。

AIを「優秀な部下」と捉え、正しい活⽤⽅法を学ぶ。プロンプ
ト（指⽰）の重要性を理解し、サロンの広告企画や表現を考え
る補助としてAIを活⽤する。

AIは使い⽅次第で結果が変わることを理解でき
る。
⽬的や条件を整理し、AIに適切な指⽰を出せ
る。

ショート動画広告の特徴（短時間・共感・導線）を学び、⾃分
の将来像や理想の店舗をテーマに動画を制作する。また著作
権・個⼈情報など、デジタル発信に伴うリスクについて確認す
る。

ターゲットと⽬的を意識した動画構成を考えら
れる。発信に伴うリスクを理解し、安全な表現
を選択できる。

学習内容 各回の到達⽬標
広告とマーケティングの違いを整理し、美容業界における役割
を理解。SNS・広告・ニュース等⾝近な情報を例に、情報がど
のような意図で発信されているかを考え、メディアリテラシー
の重要性を学ぶ。

広告を単なる宣伝ではなく「価値を伝える活
動」として説明できる。情報を受け取る際に、
発信者や⽬的を意識して考える姿勢を持てる。
+E7:H13

⾼度総合美容技術理論
（理容広告・宣伝）

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

マーケティングを「継続的に利益を⽣み出す仕組み」として学
ぶ。
リピート、顧客体験、関係性づくりを美容の現場に当てはめ、
続く店・続かない店の違いを考察する.

継続の視点から、ターゲット・提供価値・来店
導線を説明できる。短期的な集客と⻑期的な関
係づくりの違いを理解できる。

理容業界における広告・マーケティングの基礎を理解し、サステナビリティ（継続的視点）とデジ
タル活⽤の重要性を踏まえて価値を考える⼒を養う。また、メディアリテラシーやAIリテラシーを
⾝につけ、情報を正しく⾒極め、リスクを理解した上で活⽤する姿勢を育てる。クラウドツールや
AIを活⽤して、発信・可視化・振り返りを⾏い、将来や就職活動につながる動画ポートフォリオを
制作する。

企業や店舗が「本当に売っているもの（技術以外の価値・意
味）」を事例で学ぶ。⾏動科学・⼼理バイアスの基礎を紹介
し、⼈がどのように判断・選択しているかを広告の視点から理
解する。

美容サービスを「技術＋体験・気持ち・意味」
として捉え、⾃分の⾔葉で表現できる。広告が
⼈の感情や⾏動に影響を与える仕組みを説明で
きる。

サステナビリティを「無理なく続く仕事・お店・働き⽅」とし
て捉える。価格、働き⽅、発信の負荷、リスク管理などを⾝近
なテーマとして考え、良い循環を作る視点を学ぶ。

サステナビリティを抽象論ではなく、美容の実
務に結びつけて説明できる。継続を妨げる要因
やリスクを挙げ、改善の⽅向性を考えられる。

完成した動画や成果物を共有し、相互評価を⾏う。学びをポー
トフォリオとして整理し、広告・デジタル・AIの経験を就職活
動や将来の発信にどう活かすかを振り返る。



到達⽬標

評価⽅法

テキスト

理容業界における広告の基礎と最新動向を理解し、デジタル化やAI活⽤が進む社会の中で、情報を
正しく⾒極め、考え、効果的に伝える⼒を⾝につけることを⽬標とする。
また、サステナビリティおよびリスクマネジメントの視点を踏まえ、クラウドツールやAIを活⽤し
て⾃分の考えを可視化・発信できるようになることで、変化の⼤きい時代においても⾃ら学び続
け、未来を前向きに切り拓く姿勢を養う。

資料

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（16）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

5

6

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

売上・経費・収⽀計算 （チームごとに店舗経営のシュ
ミレーション資料作成）

営業活動によるキャッシュフローの区分
の記⼊法に直接法と間接法があり、これ
らを⽐較することにより、計算書に関す
る知識を深く学習し、正しく説明するこ
とができる。

職業実践専⾨課程 美容科 漆原

⾼度総合美容技術理論
（簿記）

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

サロン経営に必要な財務的視点の習得

学習内容 各回の到達⽬標

簿記の基本的な考え⽅、勘定科⽬について

損益分岐点（損益分岐点及び不随する事項における店舗
経営の実例）

損益計算書の意義を理解し、作成⽅法を
理解し表にすることができる。

売上・経費・収⽀計算 （チームごとに店舗経営のシュ
ミレーション資料作成）

キャッシュフロー計算書の⽬的と構造を
に関する知識の学習し、正しく説明する
ことができる。

グループごとに店舗の収益構造をしっかり理解できるようになる

確認テスト、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を
下回る学⽣は受験することができない。

プリント

グループワーク

資産・負債・資本・収益・費⽤に属する
勘定科⽬に関する知識の学習し、正しく
説明することができる。

収益・費⽤の種類と認識・測定の基準を
学習し、様々な形態の収益について、実
現主義を適⽤する際の⼯夫や実現主義の
例外として利益に発⽣主義や現⾦主義を
適⽤する例を理解し、正しく説明するこ
とができる。

収益構造（店舗経営における、財務的視点）

財務三表（貸借対照表・損益計算書・キャッシュフロー
計算書の概要）

簿記の基礎的事項である借⽅・貸⽅の意
味を理解し、損益計算書・貸借対照表の
体系を把握し、正しく説明することがで
きる。



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（22）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

3

4

5

6

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

演習
単位数

（時間数）

現場で必要な知識と技術を実習を通して学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

    頭⽪構造を知る 頭⽪診断 ハゲチェック 髪の仕組みを知る

頭⽪に合わせたシャンプーとヘアーダメージに対応する
シャンプーの違いを理解する

ヘアケアの本当の使い⽅を学

⾼級アルコール系とアミノ酸系シャンプーの成分による使⽤感や髪質による相性の違い、界⾯活性
剤の違いによりトリートメントとの作⽤機序の違いを理解し、製造できる。

提出課題（作品）・課題レポート、⼩テスト、出席状況、受講態度等を考慮して成績評価する。な
お、所定授業時数（全体の2/3）を下回る出席者は評価対象としない。

各サロンの資料

実務経験者による実践的教育科⽬：担当教員は20年以上の化粧品製造会社での実務歴を有し、サロ
ンスタッフ(特にインターン)が施術する際に極めて重要な⽑髪に関する実践的知識を伝える

パーマ理論・パーマ実習 ウェーブ実習でサロンワークを知る

ヘアデザイン実習 トータルデザインを学

トリートメント技法の習得とUVについて/スタイリング
剤種類とテクスチャー

スタイリング剤の種類と使い⽅を学

  カラー理論 ブリーチ実習 ウィックでデザイン カラー実習でサロンワークを知る

職業実践専⾨課程 理容科 ⽴花

⾼度総合理容技術理論

2027年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

2
（14）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1〜7

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

⾼度総合理容技術理論

2027年度 実施時期

演習
単位数

（時間数）

美容技術理論の基礎とともに、技術内容とあわせて理解し、理容師国家試験対策を⾏う

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古荘

理容師国家試験合格に向けて理容技術理論について理解する。

各期の学科試験、⼩テスト（学科試験80％、⼩テスト20％）、出席状況、受講態度等を考慮して成
績評価する。なお、所定授業時数（全体の2/3）を下回る学⽣は受験することができない。

「理容技術理論１・２」（⽇本理容美容教育センター指定教科書）

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

国家試験対策授業
理容技術理論１・理容技術理論２

理容技術理論にある各章の重要なポイン
トを説明することができる

学習内容 各回の到達⽬標



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

9
（6）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1

2

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 理容科 鈴⽊

理容師としての基礎知識（⾹粧品化学と連動）の集積の為、各製剤の特徴や作⽤の仕組みや処⽅の
構成を理解する事を⽬的とする。

学習内容

実習
単位数

（時間数）

各回の到達⽬標

①基礎⾹粧品に関しての講義
②化粧⽔・洗顔フォームの試作

各原料の役割と特徴を説明可能にする
（⾹粧品化学と連動）

①シャンプーについてのステップアップ講義
②洗剤の違いによる性能⽐較のシャンプー試作

各原料の役割と特徴を説明可能にする
（⾹粧品化学と連動）

①各⾹粧品の内容物の成り⽴ちや使⽤⽬的を把握し説明可能にする。
②⾹粧品に配合されている成分に対し配合⽬的を明確に説明可能にする。
③各製剤の配合物の種類や量による性能の差異を⾹粧品化学の講義と連動し説明可能にする。

各期実験レポート（80点満点）、及び筆記⼩テスト（20点満点）で評価する。なお所定授業時間数
（全体の2/3）を下回る学⽣は受験する事ができない。

⾹粧品化学教科書
授業毎にプリント（処⽅）配布

実務経験者による実践的教育科⽬：担当教員は35年以上の化粧品製造会社の技術職勤務経験を踏ま
え、実験を主体に、サロン現場で必要となる化学知識の習得を⽬的とした授業を⾏う

⾼度総合美容技術実習
（⾹粧品製法と実験）

2027年度 実施時期



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

9
（20）

教育⽬標・
ねらい
授業回

1回〜4回
（8ｈ）

5回〜9回
（18ｈ）

10回
（20ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

これまで学んだ理容技術とビジネスマナーを学園祭の模擬店を通して⼀般のお客様に提供し成功体
験をする。

学習内容 各回の到達⽬標

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

実習
単位数

（時間数）

模擬店で提供する技術を復習する
お客様へ提供できるレベルへ相モデルで
チェックし到達する

模擬店において必ずお客様へ技術を提供する

模擬店への参加及び技術提供じにフィードバックシートを記⼊してもらい評価とする

これまで学んだ理容技術でどこまで提供
できるかの案を出し合いプレゼンテー
ションをする

⾼度総合理容技術実習（学園祭）

2027年度 実施時期

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

学園祭当⽇ 模擬店を運営する

模擬店の企画、⽴案



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 前期

授業形態
必修・選択の

別
必修

9
（21）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1回〜9回

10〜11回

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

模擬店への参加及び技術提供じにフィードバックシートを記⼊してもらい評価とする

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

⾼度総合理容技術実習（実務⾒学）

2027年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）
① 業界理解を深める為、実際の現場で業務の流れを学ぶ
② 接客・接遇を⾒学させ、就職後のイメージを明確化させる

模擬店において必ずお客様へ技術を提供する

学習内容 各回の到達⽬標

実務⾒学

サロン⾒学を通して、実務に従事する⾃
⼰の未来像と技術者としての資質を錬磨
し、業界の求める⼈材としての決意と誇
りを新たにする

振り返り



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 通年

授業形態
必修・選択の

別
必修

9
（82）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1回〜10回
（20ｈ）

11回〜20回
（40ｈ）

21回〜36回
（72ｈ）

37回〜41回
（74ｈ〜82ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

実施時期

実習
単位数

（時間数）

2027年度

これまで学んだ理容知識、技術を出し合いヘアショーを完成させると共に、ひとつの企画に複数⼈
で携わることで⼈間関係の構築の⼤切さや難しさを学ぶ

学習内容 各回の到達⽬標

ヘアショーの企画⽴案 これまで学んだ理容技術でどこまで提供できる
かの案を出し合いプレゼンテーションをする

職業実践専⾨課程 理容科 池⽥、古市

⾼度総合理容技術実習（美翔祭）

ヘアショー演習 本番を想定したヘアメイクとモデルウォーキン
グができる

ヘアショーを通して⾃⾝の技術提供のレベルの把握とひとつの企画に複数⼈で携わることの理解

ヘアショーの完成とモデルカルテの提出および作品制作

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる理容師養成の観点から授業を⾏う

モデルカルテの作成 企画したヘアショーに対してのイメージをモデ
ルカルテを通して表現できる

モデル実習 各チームに分かれ企画したヘアショーに対して
のイメージを⼈間モデルを通して表現できる



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

9
（16）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1
（2ｈ）

2〜3回
（3〜6ｈ）

4〜5回
（7〜10ｈ）

6〜8回
（13〜16ｈ）

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項

各競技ごとにおいて本番を想定したタイム⼊れ
競技規定に沿った作品を仕上げることが
できている

【匠すと（校内コンテスト）】 各競技規定に則り作品を完成させる

1年次に修得した技術を⽤いて、各競技ごとに応⽤⼒を発揮することができるようになる。

課題提出（競技内容によって提出内容は異なる）

「美容技術理論１・２」「技術テキスト」

各競技ごとにおいて仕込みを⾏う 計画に基づいた仕込みができている

職業実践専⾨課程 理容科 古荘、中⼭

⾼度総合理容技術実習
（匠すと）

2026年度 実施時期

実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

実習
単位数

（時間数）

匠すと（校内コンテスト）の各競技内容に合わせて、理容技術理論の基礎および技術内容の理解を
することが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

匠すとの競技内容の理解と実施計画の作成
各⾃が出場する競技内容が全て説明で
き、当⽇までの計画を作成する



学科 担当教員

科⽬名
（授業名）

開講年度 学 年 2 後期

授業形態
必修・選択の

別
必修

9
（125）

教育⽬標・
ねらい

授業回

1〜20

21〜40

40〜63

到達⽬標

評価⽅法

テキスト

特記事項
実務経験者による実践的教育科⽬：各教員は最低4年以上の理容サロン勤務の経験を踏まえ、即戦⼒
となる美容師養成の観点から授業を⾏う

各期実技試験(100点満点)で評価する。なお、所定授業時数（全体の4/5）を下回る学⽣は受験する
ことができない

資格試験課題（顔⾯処置）

国家試験合格レベルの顔⾯処置に必要な
シェービング理論と顔⾯処置技術(ラザー
リング､シェービング､スチーミング､乳液
塗布及び拭き取り)

資格試験課題（整髪）

国家試験合格レベルの整髪及び仕上げに
必要なヘアセッティング理論と整髪技術
(整髪量塗布､コーミング､ブラシワーク､
ブローセット)ができるようになる。

理容技術は、⼈を対象として直接⽪膚に触れたり、刃物を使うことから、どの技術も習練が必要で
あり、何より安全性が必要とされる。そのために技術理論の意義を⼗分理解し、理容師としての基
礎的技能を習得する。

職業実践専⾨課程 理容科 古荘、中⼭

⾼度総合理容技術実習

2026年度 実施時期

実習
単位数

（時間数）

匠すと（校内コンテスト）の各競技内容に合わせて、理容技術理論の基礎および技術内容の理解を
することが出来るようにする。

学習内容 各回の到達⽬標

資格試験課題（ミディアムカット）

国家試験合格レベルのミディアムカット
に必要なヘアカッティング理論とスタン
ダードカット技術(基礎刈り､仕上げ刈り､
セニングカット)ができるようになる

「理容技術理論１・２」「技術テキスト」


